
長野県地域公共交通計画 新旧対照表（令和７年６月） 

頁 変更後 変更前 

53 3-2 地域公共交通の維持・確保に関する関係者間の役割分担の原則 

 

 

 

 

 

54 4-1 拠点と軸・主要幹線等の設定 

拠点の設定 

 

種別 位置づけ 設定の基準 

③地域拠点 

・各市町村中心部の交通結節

点(駅や市町村役場など) 

・中核的な医療機関、高校、

主要な観光地 

・圏域拠点以外の各市町村中心部の交通結節点(市町

村役場や駅周辺、もしくはその他生活関連施設の

集積地) 

・高度・専門医療を担う医療機関、総合的な外来診

療機能を有する地域に密着した医療機関等 

・県内全ての高校（通信制を除く） 

・県内外の観光客が訪れる観光地 

・ターミナル機能を有する交通結節点 

・その他地域別部会において地域拠点と定められた

エリアの交通結節点 

・鉄道駅の場合、何らかの形態で切符が購入できる 
 

 

 

 

種別 位置づけ 設定の基準 

③地域拠点 

・一般的な行政手続きや一次医療

（かかりつけ医）、日用品の買

い物、用足しなどに対応した地

域の中心部 

・県内外の観光客が訪れる観光地 

・圏域拠点以外の各市町村中心部の交通結節点 

 (市町村役場や駅周辺、もしくはその他生活関連施設の

集積地) 

・ターミナル機能を有する交通結節点 

・その他地域別部会において地域拠点と定められたエリ

アの交通結節点 

・鉄道駅の場合、何らかの形態で切符が購入できる 

資料３－２ 



56 （１） 軸・主要幹線等の確保・維持における各主体の役割 
 

軸等の種別 主な交通モード 各主体の基本的な役割 

幹線（圏域中

心市町・周辺

市町村間連

携） 

・鉄道（別所線、

上高地線） 

 

・バス（地域間幹

線系統等） 

県が主体的に関与しつつ、広域圏の中心市町村・沿線市町

村・交通事業者等と連携し、維持・確保を図る。 

[鉄道] 

県と沿線市町村による設備投資への支援や利用促進等 

[バス] 

県による運行費への支援や、バス車両の貸付け等 

※県の支援を活用してもなお運行の維持が困難な場合は、

沿線市町村の協力（財政負担）により維持・確保を図る 

準幹線（市町村 

間連携） 
・バス 

沿線市町村が主体的に維持・確保を図る。（コミュニティ

バスの運行、運行費への支援等） 

※圏域拠点への移動に必要不可欠な路線と認められる場合

はＣ幹線とみなし、県による運行費支援を行う 

 

軸等の種別 主な交通モード 各主体の基本的な役割 

幹線（圏域中

心市町・周辺

市町村間連

携） 

・鉄道（別所線、

上高地線） 

 

・バス（地域間

幹線系統等） 

県が主体的に関与しつつ、広域圏の中心市町村・沿線市町

村・交通事業者等と連携し、維持・確保を図る。 

[鉄道] 

県と沿線市町村による設備投資への支援や利用促進等 

[バス] 

県と市町村による運行費への支援、県によるバス車両の

貸付け等 

準幹線（市町村 

間連携） 
・バス 

沿線市町村が主体的に維持・確保を図る。（コミュニティ

バスの運行、運行費への支援等） 

66 （３）広域的・幹線的なバス路線の維持・確保 

（３）広域的・幹線的なバス路線の維持・確保 

① 広域的・幹線的なバス路線（C 幹線等）の運行費等に対する県独自支援 

内 容 

複数市町村を跨いで運行する広域的・幹線的なバス路線の確保・維持を図る
ため、路線を運行するバス事業者等に対し、県が運行費等を支援します。ま
た、県の支援を活用してもなお運行の維持が困難な場合は、沿線市町村におい

ても財政支援を行うなど主体的に関与し、維持・確保を図ります。 
なお、県の支援路線として位置づける系統は下表（P68,69）に示します。 

実施主体 
県…県独自の財政支援（信州型広域バス路線支援制度） 

市町村…財政支援 

実施年度 
（予定） 

R6 R7 R8 R9 R10 

  
 

  

② 地域間幹線系統運行費等に対する支援 

内 容 

地域間幹線系統の確保・維持を図るため、路線を運行するバス事業者等に対
し、国と県が運行費等を支援します。また、沿線市町村においても財政支援を

行うなど主体的に関与し、維持・確保を図ります。 
なお、地域間幹線系統として位置づける系統は下表（P68,69）に示します。 

実施主体 

国…財政支援（地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補
助金）等） 

県…国庫補助と協調した財政支援（地域間幹線系統確保維持費補助金） 

市町村…財政支援 

実施年度 
（予定） 

R6 R7 R8 R9 R10 

  
 

  

 

（３）広域的・幹線的なバス路線の維持・確保 

① 広域的・幹線的なバス路線（地域間幹線系統）の運行費等に対する支援 

内 容 

複数市町村を跨いで運行する広域的・幹線的なバス路線（地域間幹線系統）
の確保・維持を図るため、路線を運行するバス事業者等に対し、国と県が運行

費等を支援します。また、沿線市町村においても財政支援を行うなど主体的に
関与し、維持・確保を図ります。 
なお、地域間幹線系統として位置づける系統は下表（P68,69）に示します。 

実施主体 

国…財政支援（地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統確保維持費国庫補
助金）等） 

県…国庫補助と協調した財政支援（地域間幹線系統確保維持費補助金） 
 ※県補助金は、行政の関与のあり方と合わせて見直しを検討していきます。 
市町村…財政支援 

実施年度 
（予定） 

R6 R7 R8 R9 R10  
    

② 県有民営バス車両の貸付け 

内 容 

県が国の補助制度を活用しながらバス車両を購入・所有し、地域間幹線系統
を運行するバス事業者に対して貸与することで、広域的・幹線的な幹線バス路

線の確保・維持を支援します。 

実施主体 

県…バス車両の購入・貸付け（県有民営による幹線バス路線確保対策事業） 

国…財政支援（地域公共交通確保維持改善事業費補助金（公有民営方式車両購
入費国庫補助金）） 

交通事業者…地域間幹線系統の運行 

実施年度 

（予定） 

R6 R7 R8 R9 R10  
    

事業実施 

事業実施 

事業実施 

C 

D 
D 

C 

事業実施 



 

③ 県有民営バス車両の貸付け 

内 容 

県が国の補助制度を活用しながらバス車両を購入・所有し、地域間幹線系統
を運行するバス事業者に対して貸与することで、広域的・幹線的な幹線バス路
線の確保・維持を支援します。 

※R8事業から車両の実勢価格上昇に伴い、県負担額を引き上げます。 

実施主体 

県…バス車両の購入・貸付け（県有民営による幹線バス路線確保対策事業） 

国…財政支援（地域公共交通確保維持改善事業費補助金（公有民営方式車両購
入費国庫補助金）） 

交通事業者…地域間幹線系統の運行 

実施年度 
（予定） 

R6 R7 R8 R9 R10 

  
 

  

67 

 
 

事業実施 



68  

 

 

 



69  

 

 

 

 


